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私たちが真理の認識を得た後にも、故意に罪を犯し続けるならば、罪のためのいけにえ

は、もはや残っていません。恐ろしい裁きと、逆らう者たちを焼き尽くす激しい火とが待

ち受けているだけです。モーセの律法を破る者は、二、三人の証言に基づいて、情け容赦

なく死刑に処せられます。まして、神の子を踏みつけ、自分を聖なる者とした契約の血を

汚れたものと見なし、恵みの霊を侮る者は、どれほど重い罰に値すると思いますか。「復

讐は私のすること、私が報復する」と言い、また、「主はご自分の民を裁かれる」と言わ

れた方を、私たちは知っています。生ける神の手に落ちるのは、恐ろしいことです。あな

たがたは、光に照らされた後、苦しい試練に何度も耐えた初めの頃を、思い出してくださ

い。そしられ、苦しめられて、見せ物にされたこともあれば、このような目に遭った人た

ちの仲間となったこともありました。実際、自分たちがもっと優れた、いつまでも残る財

産を持っていると知っているので、捕らえられた人たちと苦しみを共にし、財産が奪われ

ても、喜んで耐え忍んだのです。ですから、自分の確信を捨ててはいけません。この確信

には、大きな報いがあります。神の御心を行って約束のものを受けるためには、忍耐が必

要なのです。「もう少しすれば、来るべき方がおいでになる。遅れられることはない。私

の正しい者は信仰によって生きる。もしひるむようなことがあれば / その者は私の心に適

わない 。」 しかし、私たちは、ひるんで滅びる者ではなく、信じて命を得る者なのです。

（ヘブライ 10:26 ～ 39） 

 

著者は、教会の大長老として、将来教会を担う神学生のような若者たちに対し、愛情を

込め、信仰の励ましの言葉を与えている。まず「私たちが真理の知識を得た後にも、故意

に罪を犯し続けるならば、罪のためのいけにえは、もはや残っていません。恐ろしい裁き

と、逆らう者たちを焼き尽くす激しい火とが待ち受けているだけです」と言う。モーセの

律法は、破るならば、二、三人の証言に基づいて、情け容赦なく死刑に処せられる恐ろし

いものであるが、「神の子を踏みつけ、自分を聖なる者とした契約の血を汚れたものと見

なし、恵みの霊を侮る者は、どれほど重い罰に値すると思いますか」と、キリストと聖霊

に背くなら、更に厳しい裁きがあると説いている。「私が報復する」と、私が自分の民を

裁くと言われた神を、私たちは知っている。この「生ける神の手に落ちるのは、恐ろしい

ことです」と、福音を受け入れた後に、故意に罪を犯す者が神の手に落ちる恐怖を強調し

ている。福音の光に照らされた後、大きな苦しい試練によく耐えた初めのころのことを、

思い出して見なさい。そしられ、苦しめられ、見せ物にされ、このような目に遭った人た

ちの仲間となり、迫害を受けた人たちと苦しみを共にした。それは、自分たちがもっと優

れた、いつまでも残る財産を与えられていると知っているので、財産を奪われても、喜ん

で耐え忍んだのである。それを思い起こすならば、「自分の確信を捨ててはいけません。

この確信には大きな報いがあります 。」 神の御心を行って約束された報いを受けるために

は、忍耐が必要である。もう少しすると、キリストは遅れられることなく再臨され、全き

救いを与えてくださる。神は「私の正しい者は信仰によって生きる」と、義人は信仰に生

きると言われる。もし、苦難にひるむようなことがあれば、即ち、忍耐せず、福音の恵み

の霊を侮辱するなら、その者は、神の心に適わない。著者は、「しかし、私たちは、ひる

んで滅びる者ではなく、信じて命を得る者なのです」と、若者たちの信仰を信頼し、命を

確保する者であるようにと励ましている。 


